
ⅰ) 主要項目 ⅱ）経営指標

①営業利益：４００億円

（うち、スペシャリティ事業：２４０億円）

①売上高営業利益率（ＲＯＳ）：８%

②自己資本利益率（ＲＯＥ） ：８%

②経常利益：４７０億円

２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、長期ビジョン「ＵＢＥ　Ｖｉｓｉｏｎ　２０３０　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉ

ｏｎ」で描いた目指す姿の実現に向け、直近３か年のアクションプランとして中期経営計画「ＵＢ

Ｅ　Ｖｉｓｉｏｎ　２０３０　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ～１ｓｔ　Ｓｔａｇｅ～」(対象期

間:２０２２年度～２０２４年度)を策定し、以下の基本方針及び数値目標を掲げています。

◆２０３０年の目指す姿

「地球環境と人々の健康、そして豊かな未来社会に貢献するスペシャリティ化学を中核とする

　企業グループ」

　目指す姿の実現に向け、「エネルギー負荷の低い」、「市況変動に左右されにくい」、「収益性

の高い」スペシャリティ製品を主体とする事業構造への転換を進めてまいります。また、このよ

うな事業構造改革と省エネ推進・プロセス改善等の施策により、ＧＨＧ排出量の削減目標の達成

を目指すとともに、環境に貢献する製品や技術の開発と実用化を推進することで、持続可能な社

会の実現に貢献していきます。

◆中期経営計画の基本方針

ⅰ）スペシャリティ化学を中心としてグローバルに利益成長を追求

ⅱ）地球環境問題に対応した事業構造改革

ⅲ) 持続的成長に向けた人的資本の充実

ⅳ）ＤＸの推進による企業価値の向上と顧客価値の創出

ⅴ）ガバナンスの更なる向上

◆中期経営計画の数値目標（２０２４年度）

（２）対処すべき課題

当期は、ポリイミド、分離膜、セラミックス、高機能コーティング、医薬品等スペシャリティ事

業の業績は堅調に推移しましたが、ベーシック事業のうちナイロンポリマー・カプロラクタムは厳

しい業況が継続しました。次期の業績見通しにおいては、ベーシック事業を取り巻く環境が改善す

ることを想定していますが、中期経営計画策定時に想定した事業環境に比べると、依然として大き

く悪化した中で推移することが見込まれるため、前記の中期経営計画の数値目標（２０２４年度）

の達成は困難な状況です。

中期経営計画の基本方針に変更はありませんが、当該事業環境を踏まえ、当社グループの業績変

動を小さくし安定した成長軌道に乗せるべく、スペシャリティ事業の拡大とベーシック事業の構造

改革をより一層加速させます。スペシャリティ事業では、現在増産工事中のポリイミド原料モノマ

ー（ＢＰＤＡ）、ポリイミドフィルム、分離膜、セラミックス等の製造設備を順次稼働させていくと

ともに、２０２４年２月に決定した米国におけるＤＭＣ・ＥＭＣ製造設備の建設を着実に進めま

す。他方、ベーシック事業では、損益変動の大きいナイロンポリマー・カプロラクタムは、２０２

４年５月の国内カプロラクタム生産の縮小に続き、一層の構造改革を推進していきます。

また、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンは人的資本充実策の最重要課題と位置づ

け、スペシャリティ事業による成長を牽引する多様な人財の育成、従業員のワークエンゲージメン

トの向上とともに、前例踏襲に陥らず挑戦する社風・イノベーティブな風土の醸成に取組みます。

さらに、幅広い領域においてＤＸを推進することで、業務の効率化や新たな顧客価値の創出を加速

していきます。

化学事業持株会社としての更なる成長を目指す当社は、スペシャリティ化学の企業グループとし

てグローバルに持続的成長を図るとともに、機械事業やセメント関連事業については持株会社とし

ての経営を推進し、グループ全体で企業価値の最大化を図っていきます。
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